
令和３年度 学校自己評価システムシート（埼玉県立川口特別支援学校） 

                                                                  

 

 

  

  

    

目指す学
校像 

・保護者とともに、児童生徒の力を伸ばす学校 
・人生をより豊かに生きる力を育む学校 
・保護者や地域から信頼される、安心安全な学校 

達
成
度 

Ａ ほぼ達成（８割以上） 
Ｂ 概ね達成（６割以上） 
Ｃ 変化の兆し（４割以上） 
Ｄ 不十分（４割未満） 

学校関係者    １０名   

生徒        １名 

    事務局（教職員） １０名 重 
点 
目 
標 

１ 児童生徒の発達と障害特性、生活年齢及び将来像を見据えた授業づくりとキャリア教育を進め、教育課程の充実を図る。 
２ 家庭・地域・専門家・福祉関係者との連携を密にして日々の指導・校内支援の充実を図るとともに、センター的機能を充実させながら、校外支援を進める。 
３ 緊急時・災害時に備えるとともに、感染症予防対策を十分に行い、安心安全な学校づくりを進める。 
４ 「一人一人を大切にする学校づくり宣言」に基づき、人として生きる権利、幸福を追求する権利を大切にし、一人一人の人権を尊重した教育活動を進める。 

学 校 の 自 己 評 価   学校関係者評価 
年  度  目  標 年  度  評  価（令和４年１月２０日現在） 実施日 令和４年２月４日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 発達・障害特性・生活年齢と将来像を見据えた授業づく
り進めている。カリキュラムマネジメントを踏まえ、授
業担当者、学部ブロックの話し合いを丁寧に進めるとと
もに、学部ブロック研修や年次研修該当者の研究授業と
研究協議を通し、日々の授業づくりと指導内容を充実さ
せている。将来像を見据え、一貫した指導が進められる
よう、昨年度に様式を見直した「個別の指導計画」に基
づき、一人一人に応じた指導と授業づくりが行われてい
る。生活年齢を踏まえて各学部ブロックで進めているキ
ャリア教育を、「キャリア発達段階表」や小中学部校とし
ての「進路指導計画」を踏まえて整理し、充実させる。 

児童生徒
の一人一
人の発達・
障害特性・
生活年齢
と将来像
を見据え
た授業づ
くり・キャ
リア教育
を進める。 

・カリキュラムマネジメントを踏まえ、日
常的な教職員の話し合いと共通理解を大切
にするとともに、年間を通して計画的に学
部ブロック研修を実施する。年次研修を中
心とした授業研究を行う。 
・研修等を通して児童生徒の将来像につい
ての共通理解を深め、「進路指導計画」「キ
ャリア発達段階表」を参考にし、日々の授
業を充実させる。 
 

・日常的な教職員の話し合いと授業研究
等を行い、「個別の指導計画」に基づく一
人一人の発達・障害特性・生活年齢を踏ま
えた授業づくりと指導・支援の充実が図
られたか。 
・児童生徒の将来像についての共通理解
を深め、キャリア教育の視点から日々の
授業の充実が図られたか。 

・学級・学年等の教職員が丁寧に話し合うとともに、年
次研修該当者の研究授業と研究協議を計２１回実施
し、日々の授業を充実させた。 
・各学部ブロックで「進路指導計画」「キャリア発達段
階表」の話し合いを実施し、児童生徒の将来像を見据
え、小中学部校としてライフキャリアの視点から授業
改善を行った。小低は日常生活の指導、小高は給食室と
連携した「おしごと学習」や「係活動」、中学部は作業
学習と頒布活動、代表委員会活動等に積極的に取り組
んだ。全学部で保護者向け進路アンケートを実施し、そ
の内容を学部ごとに共有し指導に活かした。 
・感染症対策を十分に講じ、ICT活用も含めて様々な工
夫をし、日々の授業や学校行事等を実施した。 

Ａ 

 

 

・教職員間の日々の
話し合いを大切にす
るとともにカリキュ
ラムマネジメントを
機能させ、授業改善
を行う。 
・学部ブロック研修
を充実させ、一人一
人のニーズに応じた
指導・支援を行う。 

・生活年齢と将来像の視点を重視し、各学

部が教育実践を進めている。その視点はと

ても大切。生活年齢と発達とのギャップを

どうとらえるのか、教職員集団がそのこと

を理解し、今後の見通しを持っていく必要

がある。将来像は、押し付けるものではな

く、本人のねがいを重視し、本人、家族、教

員がすり合わせていくことと、そのために

何が必要かを教職員集団で一致させていく

ことが大切である。 

・高等部が分離独立したことによって、進

路指導にどのような影響があるのか、地域

との関係ではどうなのか、このことを丁寧

に分析し、整理してほしい。今後どのよう

な学校にしていくのかを考える大切な視点

である。 

・高等部の分離独立及び児童生徒増による

学校の過密状況という困難の中、教育実践

を充実させている。大変な1年であったと

思われるが学校としてできることは何か、

何から優先していくのか、そのことを明確

にして取り組みを進めてほしい。 

「学校教育目標」「目指す学校像」「学部教育目標」等を
改訂した。研修・教育課程部、教育課程検討委員会を中
心に教職員間での話し合いを進め、各学部ブロックで日
課表、学習集団、指導内容・方法、行事等の見直しを行
った。「学習指導要領」「埼玉県特別支援学校教育課程編
成要領」についての全校研修を行うとともに、年間指導
計画の各教科のねらいを「資質・能力の三つの柱」に基
づいて整理し、指導内容の充実を図っている。改訂した
日課表に基づき教育実践を進め、検証とさらなる改善を
図る。 

学習指導
要領と改
訂した教
育課程に
基づき教
育実践を
進め、検証
と充実を
図る。 

・各学部の研修・教育課程部、教育課程検
討委員を中心に、学部会、学部研修を通し、
「学校教育目標」「学部目標」「時期の特徴
と大切にすること」等を踏まえ、全校研修
テーマに基づき、ねらい、つけたい力、指
導内容及び年間計画等について検討する。 
・教育課程検討委員会で調整と検討を行
い、「教育課程まとめの会」と「実践報告集」
により、全教職員での共通理解を図る。 

・改訂した教育課程に基づき、教育実践を
進めるとともに、検証を行い、小中学部校
としての教育課程の充実が図られたか。 

・小学部に続き、中学部は年間指導計画の各教科・領
域のねらいを「資質・能力の三つの柱」に基づいて整
理し、指導内容を充実させた。 
・「本校におけるカリキュラムマネジメント」を踏ま
え、昨年度見直した教育課程の実践と検証を実施し
た。学部ブロックが教育課程反省、実践報告会等を実
施するとともに、校長の「来年度の教育課程編成に向
けて」に基づく検討を行い、研修・教育課程部、教育
課程検討委員会が中心に、小中学部校としての一貫性
のある教育課程づくりを進めた。 
・見直した教育課程と学習指導要領を踏まえた学部ブ
ロック研修を実施し、教育課程まとめの会でその内容
を共有し、教育活動を改善させた。 

Ｂ 

・学習指導要領を踏

まえ、小中学部校と

しての一貫性ある教

育課程をさらに充実

させる必要性があ

る。 

２ 学級担任を中心に保護者との共通理解を丁寧に進める
とともに、学校評価アンケート等を参考にし、日々の指
導の充実をさせている。校内委員会を定期的に実施し、
特別な支援が必要な児童生徒についての共通理解を図
り、保護者、関係者、関係諸機関及び外部講師と連携し
て、必要な対策を講じている。小中学部校になることを
踏まえ、校内支援の体制整備を行った。保護者との共通
理解を図りながら、チームとしての支援を進める。 

保護者、関
係者、関係
諸機関と
連携し、
日々の指
導及び校
内支援の
充実を図
る。 

・保護者との共通理解を進めるとともに、
外部講師、関係諸機関と連携し、児童生徒
理解を深めて指導を行う。 
・学部コーディネーターを位置付けるなど
校内組織を確立させるとともに、校内委員
会を５回実施し、指導・支援について共通
理解を深める。関係諸機関と連携し、支援
会議を行い、指導・支援の充実を図る。 

・保護者との共通理解を深め、児童生徒の
指導・支援の充実が図られたか。 
・外部講師、関係諸機関と連携し、児童生
徒理解を深めて、日々の授業や指導の充
実が図れたか。 
 

・「教育相談組織図」を作成、校内の教育相談の流れを
整理した。支援部内の係として学部コーディネーター
を位置づけた。また、個別ケースで日常的に、管理職、
関係者で情報共有し、必要な対策を講じた。校内委員会
を行い、支援や対応について共通理解を図り、必要に応
じて外部関係機関を含めた支援会議を実施した。 
・校内支援として学習支援（外部講師等活用事業によ 
る教員への指導支援）１１６件、支援会議１８回を実 
施した。（１２月末現在） 

Ａ 

・保護者及び関係諸

機関との連携を強化

し、組織的な児童生

徒支援を進める。 

・日々の対応はもとより、連絡帳や「おた

より」、電話連絡等が丁寧になされ、保護者

との共通理解が図られている。引き続き大

切にしてほしい。その一方でコロナの下で

の制限もあり、情報発信が少ないと感じて

いる保護者もいるので工夫してほしい。 

・保護者の一番の不安は、将来について、

目の前の我が子について、皆との違いにつ

いて等々の「わからなさ」。その不安に寄り

添い、一緒に考えながら対応していく必要

がある。その際、集団的な対応が大切であ

り、教職員集団としての専門性を高めてほ

しい。 

特別支援教育コーディネーターを中心に、川口市及び蕨
市内の小・中・高等学校への教育相談、研修支援を行っ
ている。小中学部校になることを踏まえ、体制整備を行
い、センター的機能を充実させる。 

センター
的機能を
充実させ
る。 

・関係諸機関、近隣の特別支援学校と連携
し、研修支援、教育相談、地域ネットワー
クづくりを進める。川口・蕨地区の特別支
援教育コーディネーターと協議し、研修計
画を立案する。 

・関係諸機関と連携し、川口・蕨地区の特
別支援教育の連携体制を充実させ、セン
ター的機能を発揮できたか。 
 
 

校外の地域支援は、特別支援教育コーディネーターを
中心に巡回相談や電話、オンライン等で教育相談を行
い（緊急宣言やまん延防止措置時には巡回相談を中
止）、川口市、蕨市の小・中学校から相談を受けること
ができた。（対応件数１９７件） 

Ａ 

・全教職員の理解と

協力体制を確立さ

せ、センター的機能

を充実させる。 

３ 日常的な校内巡回、毎月の「安全点検票」により、不良
箇所の目視確認や修繕を敏速に行った。事故報告やヒヤ
リハット報告を随時行い、全教職員で共有した。個別の
事例については、学部会等で対策を話し合い、再発防止
の徹底を図った。「調理実習・飲食計画」の書式と手続き
を改め、アレルギー対策と感染症予防対策を徹底した。
全教職員で校内消毒を行っている。 

感染症対
策と事故
防止を徹
底し、安心
安全な学
校づくり
を進める。 

・日常的な消毒作業、児童生徒の健康管理、
学習内容・方法等の工夫により、感染症予
防を徹底し、安心安全に向けた教育環境整
備を行う。アレルギー対策委員会を中心に
組織的に対応する。 
・危険事例等の情報を教職員間で共有する
とともに、発生した事故については丁寧に
分析し、再発を防止する。 

・危険事例や事故について全教職員で共
有するとともに、日常的に安心安全のた
めの教育環境整備が行えたか。 
・感染症クラスター及び児童生徒の重大
事故を起こさないことを徹底し、０（ゼ
ロ）にできたか。 
 

・校内巡回、毎月の安全点検により、目視確認と修繕 

・改修を行った。緊急時対応研修を行うとともに、ヒヤ

リハット報告を随時実施し、指導体制やアレルギー対

策について教職員間で徹底した。 

・コロナ対策を徹底した指導を行った。クラスターや重

大事故の発生を防いだ。 

Ａ 

 

・実際に起きてしま
った事故の初期対
応、個別の事例検証
と教職員間の共有を
徹底し、事故防止を
図る。 

・「リスクマネジメント」と「危機管理」の

概念の整理が必要。その際、一番条件の悪

いことを想定して考えていくことが大切で

ある。 

・手指消毒、マスク指導、校内消毒などを

始めとした感染症対策に引き続き取り組

み、教育活動を充実させてほしい。 

・教職員間、関係諸機関との共通理解や連

携を図る際、個人情報をどう取り扱うのか、

どのように情報管理するのか、教職員間で

徹底させる必要がある。 

災害対策委員会を２回実施し、小中学部単独で実際の災
害時の対応を想定した引き渡し訓練を実施した。コロナ
対策も含めた、備蓄品の点検整備を行った。児童生徒の
防災学習を充実させる。 

緊急時・災
害時対策
を進める。 

・教職員の防災意識を高め、避難訓練等を
行う。 
・保護者と連携し、防災学習や避難訓練、
引き渡し訓練を進める。  

・保健・安全部及び災害対策委員会を中心
に、災害対策の充実を図ることができた
か。 
・実践的な防災学習が行えたか。 

・災害対策委員会を定期的に実施し、備蓄品の整備と新
規購入、災害時用の服薬管理、児童生徒用緊急避難袋の
検討等を行った。 
・コロナ対策をした上で避難訓練等を円滑に実施した。
訓練前に全学級で防災学習を行った。 

Ａ 

・PTA と連携した災

害対策と実践的な訓

練の在り方に 

ついて検討する。 

４ 「一人一人を大切にする学校づくり宣言」を改訂した。
学部ブロックで、人権を大切にする指導のあり方につい
て、事例検討を行い、その内容を全教職員で共有した。
教職員の人権に対する意識を高め、日々の指導に活かす
とともに、発達と障害特性、生活年齢を踏まえ、人権尊
重と合理的配慮を基本にし、教職員の共通理解とチーム
ワークを大切にした教育活動を進める。 

人権尊重
に関する
教職員の
意識を高
め、日々の
教育活動
に活かす。 

・「一人一人を大切にする学校づくり宣言」
の内容を職員会議で共通理解を図るととも
に、人権や合理的配慮、生活年齢や障害特
性に応じた指導のあり方について、外部講
師を招き、全校研修を行う。 
・学部ブロック研修で日々の指導を振り返
り、児童生徒や保護者との信頼関係、共通
理解を大切した指導を行う。 

・研修を通して、教職員一人一人が人権や
合理的配慮、障害特性等について理解を
深め、体罰・虐待のない指導が徹底できた
か。 
・学部ブロック、学級等の単位で日々の教
育実践を振り返り、人権尊重の意識づく
りと適切な教育活動の具体化を図ること
ができたか。 

・年度当初の職員会議で「宣言」の内容を確認するとと
もに、職員会議の校長指示・連絡を通して、一人一人を
大切にする指導の徹底を図った。企画委員会主催研修
（９月）の他、支援部主催で障害特性に応じた指導の研
修（５月、８月）を実施した。 
・１１月に学部ブロック単位で研修を行い、日々の指導
を振り返るとともに、その内容を職員会議で共有し、
日々の指導に活かした。 

Ａ 

・研修や日々の振り
返りを大切にすると
ともに、教職員間の
チームワーク力を高
め、日々の教育活動
に徹底させる。 

・様々な困難はあるが、その中でも教職員
間の人間関係を大切にし、一致団結して取
り組んでいく必要がある。 
・合理的配慮を進め、一人一人を大切にす
る指導を徹底する際、教職員間での認識の
一致と共通理解が大切。保護者と教職員間
の共通理解も同様である。 

＊学校関係者 評価実施日とは、最終回の学校評価懇話会を

開催し、学校自己評価を踏まえ評価を受けた日とする。 


